
商船学科授業科目系統図（航海コース）

経 営

国 際 文 化 論

総 合 英 語 総 合 英 語 総 合 英 語

保 健 体 育

日本言語文化論芸 術

哲 学

国 語 Ⅱ

ラ イ テ ィ ン グ

第 二 外 国 語

技 能 英 語

応 用 数 学

卒 業 研 究

総 合 科 学

保 健 体 育 保 健 体 育 保 健 体 育 保 健 体 育

国 語 Ⅰ

数 学 5

英 語

数 学 1

航 海 英 語

操 船 論

海 事 法 規

船 舶 管 理

世 界 史

地 理
政 治 経 済 法 学

船 舶 工 学 船 舶 整 備 論

航 路 論

数 学 3

船 舶 載 貨 論

電 波 航 法

数 学 6

制 御 工 学

航 路 論

制 御 工 学電気電子工学Ⅰ

航 海 計 器

操 船 論

海 運 経 済

海 事 法 規

海 洋 気 象 学

海 事 実 務

実 験 実 習 実 験 実 習 実 験 実 習実 験 実 習

ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ ﾌ ﾟ ﾗ ﾝ ﾄ 管 理

海 上 交 通 法

船 舶 工 学 船 舶 整 備 論

地 文 航 法

化 学

熱流体力学Ⅰ

工 学 基 礎

天 文 航 法

船 舶 載 貨 論

化 学

校内練習船実習

物 理 物 理

航 海 英 語

校内練習船実習 校内練習船実習

商 船 学 概 論

海 事 実 務

航 海 学 演 習

一般科目

5　　年4　　年

選択科目

校内練習船実習

航 海 学 演 習

海 事 実 務

必修科目

海 事 実 務

校内練習船実習

環境計測工学

海 上 安 全 学

海 事 実 務

ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

海 事 英 語

数 学 2 数 学 4

情 報 リ テ ラ シ

国 語 Ⅲ

情 報 リ テ ラ シ

商船学科
教育目標

インターンシップ

国 語 Ⅲ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

3　　年１　　年 2　　年

日 本 史

倫 理 社 会

(2)-c
幅広い海事関
連分野に対応で
きる，基礎学力，
技能，国際感覚
および管理能力
の育成

(2)-a
海技士資格を有
し，世界で活躍
する優秀な海の
スペシャリストの
養成
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商船学科　令和6年度以前第2学年在籍




商船学科授業科目系統図（機関コース）

国 語 Ⅱ

哲 学
地 理

政 治 経 済

総 合 科 学

数 学 1 数 学 3 数 学 5

数 学 2

世 界 史

化 学 化 学

ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

総 合 英 語 総 合 英 語

国 際 文 化 論

芸 術 日本言語文化論

技 能 英 語

第 二 外 国 語

総 合 英 語

工 学 基 礎

応 用 数 学

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

燃 料 潤 滑 油

物 理 物 理

数 学 4 数 学 6

蒸 気 工 学

船 舶 工 学

船 舶 管 理商 船 学 概 論

制 御 工 学

設 計 製 図

熱流体力学Ⅰ

電気電子工学Ⅰ

蒸 気 工 学

舶 用 補 機

材 料 力 学

海 上 安 全 学

ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ ﾌ ﾟ ﾗ ﾝ ﾄ 管 理

制 御 工 学

設 計 製 図

一般科目 必修科目 選択科目

海 事 実 務

校内練習船実習 校内練習船実習 校内練習船実習 校内練習船実習 校内練習船実習

実 験 実 習 実 験 実 習 実 験 実 習 実 験 実 習

海 事 実 務 海 事 実 務 海 事 実 務 海 事 実 務

海 運 経 済

海 事 法 規

工 業 力 学

金 属 材 料 学

船 舶 工 学

内 燃 機 関 学 内 燃 機 関 学

電気電子工学Ⅱ 電 気 機 器 学

蒸 気 工 学

英 語 海 事 英 語

国 語 Ⅲ 国 語 Ⅲ

卒 業 研 究

環境計測工学

ラ イ テ ィ ン グ

熱流体力学Ⅱ

計 測 工 学

舶 用 補 機

3　　年 4　　年 5　　年

国 語 Ⅰ

日 本 史

倫 理 社 会
法 学 経 営

保 健 体 育 保 健 体 育

商船学科
教育目標

インターンシップ

情 報 リ テ ラ シ 情 報 リ テ ラ シ

機 関 英 語

保 健 体 育 保 健 体 育 保 健 体 育

１　　年 2　　年

(2)-c
幅広い海事関
連分野に対応
できる，基礎学
力，技能，国際
感覚および管理
能力の育成

(2)-a
海技士資格を有
し，世界で活躍
する優秀な海の
スペシャリストの
養成
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カリキュラムポリシー 1年 2年 3年 4年 5年

１．リベラルアーツ，国際的素養を身に
つけられるように
⑴ 低学年次に幅広い教養を身につけるた
めに人文社会系科目を設け，講義を主と
した学修方法により展開する。
⑵ 低学年次にライフ／アースサイエン
ス，環境問題などのリベラルアーツ及び
汎用的能力に関する科目を設け，講義を
主とした学修方法により展開する。併せ
て，これら科目では普遍的に有用性をもつ
能力や分野横断的能力を涵養する。
⑶ 低・高学年次に外国語（英語）科目を
設け，講義や演習を主とした学修方法に
より展開する。

２．実践的技術者に必要な科学的基礎知
識を修得できるように
⑴ 低学年次に化学や物理，数学などの自
然科学系科目を設け，講義や演習を主と
した学修方法により展開する。
⑵ 低学年次に情報リテラシーに関する基
礎情報系科目を設け，講義や演習 を主と
した学修方法により展開する。

３．商船学的専門基盤知識を修得できる
ように
⑴ 低学年次に商船学に関する専門基礎科
目を設け，講義や演習を主とした学修方
法により展開する。
⑵ 低・高学年次に航海系及び機関系の科
目を設け，講義や演習を主とした学修方
法により展開する。

４．社会実装に応用できる能力を身につ
けられるように
⑴ 船舶運航に必要な専門知識と技術修得
のための商船系専門科目を設け，講義や
演習を主とした学修方法により展開す
る。
⑵ 航海系に関する科目を設け，講義や演
習を主とした学修方法により展開する。
⑶ 機関系に関する科目を設け，講義や演
習を主とした学修方法により展開する。
⑷ 全学年を通して校内練習船実習及び実
験・実習科目群を展開する。

５．論理的説明力，周囲との協調性及び
自ら学ぶ力を身につけられるように
⑴ 全学年を通して校内練習船実習を展開
する。
⑵ 卒業研究を設け，新規課題への取り組
み，自主的な学習・研究能力，問題解決
能力及びプレゼンテーション能力を育成す
る観点から，学生と指導教員の双方向性
を重視した総合的な学修を展開する。

商船学科授業科目系統図（航海コース）

日本言語文化論国語１ 国語３ 国語４

国語２

芸術

哲学

世界史 日本史

倫理社会

政治経済 国際文化論

地理

法学

総合科学

英語 技能英語総合英語１ 総合英語２ 総合英語３

英語コミュニケーション１ 英語コミュニケーション２ ライティング 第二外国語

数学５数学１ 数学３ 応用数学

数学２ 数学６数学４

物理 物理

化学 化学

情報ﾘﾃﾗｼｰ 情報処理演習 情報セキュリティ

工学基礎

船舶工学１

操船論１

船舶載貨論１

地文航法

船舶工学２

天文航法

船舶整備論１

熱流体力学１ 海洋気象学

船舶載貨論２

制御工学１

操船論２

エネルギープラント管理

電気電子工学１ 航海計器 電波航法

海上交通法

制御工学２

船舶管理

環境計測工学

海運経済

海事法規２

海上安全学

海事英語航海英語１

オーラルコミュニケーション

実験実習

海事実務 海事実務 海事実務 海事実務 海事実務

校内練習船実習 校内練習船実習 校内練習船実習 校内練習船実習 校内練習船実習

実験実習 実験実習 実験実習

商船学概論

商船学演習

創造工学 卒業研究

必修科目（実線） 必履修科目（破線） 選択科目（点線） 養成施設（黒塗り）

校外実習

体育１ 体育２ 体育３ 体育４

保健

海事法規１

航海学演習１

船舶整備論２

航海学演習２

航路論１ 航路論２

航海英語２

実験実習

海事実務 海事実務 海事実務 海事実務 海事実務

校内練習船実習 校内練習船実習 校内練習船実習 校内練習船実習 校内練習船実習

実験実習 実験実習 実験実習

航海学演習１ 航海学演習２

校外実習校外実習
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カリキュラムポリシー 1年 2年 3年 4年 5年

１．リベラルアーツ，国際的素養を身に
つけられるように
⑴ 低学年次に幅広い教養を身につけるた
めに人文社会系科目を設け，講義を主と
した学修方法により展開する。
⑵ 低学年次にライフ／アースサイエン
ス，環境問題などのリベラルアーツ及び
汎用的能力に関する科目を設け，講義を
主とした学修方法により展開する。併せ
て，これら科目では普遍的に有用性をも
つ能力や分野横断的能力を涵養する。
⑶ 低・高学年次に外国語（英語）科目を
設け，講義や演習を主とした学修方法に
より展開する。

２．実践的技術者に必要な科学的基礎知
識を修得できるように
⑴ 低学年次に化学や物理，数学などの自
然科学系科目を設け，講義や演習を主と
した学修方法により展開する。
⑵ 低学年次に情報リテラシーに関する基
礎情報系科目を設け，講義や演習 を主と
した学修方法により展開する。

３．商船学的専門基盤知識を修得できる
ように
⑴ 低学年次に商船学に関する専門基礎科
目を設け，講義や演習を主とした学修方
法により展開する。
⑵ 低・高学年次に航海系及び機関系の科
目を設け，講義や演習を主とした学修方
法により展開する。

４．社会実装に応用できる能力を身につ
けられるように
⑴ 船舶運航に必要な専門知識と技術修得
のための商船系専門科目を設け，講義や
演習を主とした学修方法により展開す
る。
⑵ 航海系に関する科目を設け，講義や演
習を主とした学修方法により展開する。
⑶ 機関系に関する科目を設け，講義や演
習を主とした学修方法により展開する。
⑷ 全学年を通して校内練習船実習及び実
験・実習科目群を展開する。

５．論理的説明力，周囲との協調性及び
自ら学ぶ力を身につけられるように
⑴ 全学年を通して校内練習船実習を展開
する。
⑵ 卒業研究を設け，新規課題への取り組
み，自主的な学習・研究能力，問題解決
能力及びプレゼンテーション能力を育成
する観点から，学生と指導教員の双方向
性を重視した総合的な学修を展開する。

商船学科授業科目系統図（機関コース）

日本言語文化論国語１ 国語３ 国語４

国語２

芸術

哲学

世界史 日本史

倫理社会

政治経済 国際文化論

地理

法学

総合科学

英語 技能英語総合英語１ 総合英語２ 総合英語３

英語コミュニケーション１ 英語コミュニケーション２ ライティング 第二外国語

数学５数学１ 数学３ 応用数学

数学２ 数学６数学４

物理１ 物理２

化学１ 化学２

情報ﾘﾃﾗｼｰ 情報処理演習 情報セキュリティ

工学基礎

船舶工学１

工業力学

金属材料学

設計製図１

船舶工学２ 材料力学

設計製図２

熱流体力学１ 内燃機関工学１ 内燃機関工学２ 熱流体力学２

蒸気工学１ 蒸気工学２

舶用補機１

蒸気工学３

舶用補機２

トライボロジー

エネルギープラント管理

計測工学

電気電子工学１ 電気電子工学２ 電気機器学

制御工学１ 制御工学２

船舶管理

環境計測工学

海運経済

海事法規

海上安全学

海事英語機関英語

オーラルコミュニケーション

実験実習

海事実務 海事実務 海事実務 海事実務 海事実務

校内練習船実習 校内練習船実習 校内練習船実習 校内練習船実習 校内練習船実習

実験実習 実験実習 実験実習

商船学概論

実験実習

海事実務 海事実務 海事実務 海事実務 海事実務

校内練習船実習 校内練習船実習 校内練習船実習 校内練習船実習 校内練習船実習

実験実習 実験実習 実験実習

商船学演習

創造工学 卒業研究

必修科目（実線） 必履修科目（破線） 選択科目（点線） 養成施設（黒塗り）

校外実習

体育１ 体育２ 体育３ 体育４

保健

校外実習校外実習
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JABEE
基準１

との対応
科目分類 1年 2年 3年 4年 5年

(1) 一般教養，
　地球的視野

(a)

(2) 技術者倫理 (b)

数学基礎

自然科学
基礎

情報基礎

(4) 計画立案
　と実行力

(g)(h) 専門科目

情報・
論理系

設計・
ｼｽﾃﾑ系

材料・
ﾊﾞｲｵ系

力学系

(6) 工学的問題
　　への応用力

(d)(e) 専門科目

(7) 問題解決能力
   と対応能力

(h)(d)(e) 専門科目

(8) 日本語の
  文章力と発表力

(f)
語学

(日本語）

(9) 英語の
  読解力と会話力

(f)
語学

（英語）

専門知識
を持ち

ものづくり
を

完遂する
能力

(5) 工学的
　専門知識

(d)

コミュニ
ケーション

能力

電子機械工学科の科目系統図

学習・教育目標

豊かな
教養と
責任感

人文科学
社会科学

工学の
基礎知識

(3) 数学・
　　自然科学，
　　情報技術
　　の基礎

(c)

哲学

電磁気学Ⅱ

応用物理

材料力学

流体力学

制御工学

産業電子機械

計測工学

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ信号処理

組込みシステム

ｾﾝｻ工学

工業材料

電子機械演習

卒業研究

日本言語文化論 卒業研究報告書

英語 工業英語

選択科目（点線）

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

数学5,6

法学

技能英語

キャリアデザイン

実験実習

数値計算法

情報処理演習

電気機器

ｼｽﾃﾑ制御工学

電子機械特論Ⅰ

電子機械特論Ⅱ

電子機械特論Ⅲ

CAD/CAM

電気回路Ⅱ

ﾛﾎﾞｯﾄ工学

通信ｼｽﾃﾑ

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ画像処理

必修科目（実線）

総合英語 総合英語 総合英語

英語コミュニ

ケーション
英語コミュニ

ケーション
ライティング

数学1,2 数学3,4

世界史 日本史

物理 物理

化学 化学

総合科学

芸術

国語Ⅰ 国語Ⅲ 国語Ⅲ

ﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎

機械工作

金属材料学

機械設計

工業力学

電磁気学Ⅰ

電気回路Ⅰ

電子回路

情報ﾘﾃﾗｼ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用

実験実習 実験実習 実験実習

創造工学

機械力学

保健体育 保健体育 保健体育 保健体育 保健体育

大学単位（黒塗り）

電気基礎

応用数学

セキュリティ

マネジメント

材料力学演習

熱力学

無線システム

ディジタル・アナ

ログ集積回路

国語Ⅱ

第二外国語

倫理社会

政治経済 国際文化論

経営

地理

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
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ディプロマ
ポリシー

カリキュラム
ポリシー

JABEE
基準１

との対応
科目分類 1年 2年 3年 4年 5年

(1) 一般教養，
　地球的視野

（電子１） （電子１） (a)

(2) 技術者倫理 （電子４） （電子４） (b)

数学基礎

自然科学
基礎

情報基礎

(4) 計画立案
　と実行力

（電子５） （電子５） (g)(h) 専門科目

情報・
論理系

設計・
ｼｽﾃﾑ系

材料・
ﾊﾞｲｵ系

力学系

(6) 工学的問題
　　への応用力

（電子４） （電子４） (d)(e) 専門科目

(7) 問題解決能
力
   と対応能力

（電子５） （電子５） (h)(d)(e) 専門科目

(8) 日本語の
  文章力と発表
力

(f)
語学

(日本語）

(9) 英語の
  読解力と会話
力

(f)
語学

（英語）

（電子３） (d)

コミュニ
ケーション

能力
（電子１） （電子１）

専門知識
を持ち

ものづくり
を

完遂する
能力

(5) 工学的
　専門知識

（電子３）

電子機械工学科の科目系統図

学習・教育目標

豊かな
教養と
責任感

人文科学
社会科学

工学の
基礎知識

(3) 数学・
　　自然科学，
　　情報技術
　　の基礎

（電子２） （電子２） (c)

哲学

電磁気学２

応用物理

材料力学

流体力学

制御工学

産業電子機械

計測工学１

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路

組込みシステム

計測工学２

工業材料

電子機械演習

卒業研究

日本言語文化論

卒業研究

（卒業論文）

（卒研発表）

英語 工業英語

選択科目（点線）

校外実習

数学５

法学

技能英語

キャリアデザイン

実験実習

数値計算法

情報処理応用

電気機器

ｼｽﾃﾑ制御工学

電子機械特論Ⅰ

電子機械特論３

電子機械特論２

CAD・CAM

電気回路３

ﾛﾎﾞｯﾄ工学

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ画像処理

必修科目（実線）

総合英語１ 総合英語２ 総合英語３

英語コミュニ

ケーション１

英語コミュニ

ケーション２
ライティング

数学１ 数学３

世界史 日本史

物理１ 物理２

化学１ 化学２

総合科学

芸術

国語１
国語３ 国語４

機械製図 機械工作

金属材料学

機械設計

工業力学

電磁気学１

電気回路２

電子回路

情報ﾘﾃﾗｼｰ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 情報処理基礎

実験実習 実験実習 実験実習

創造工学

機械力学

体育１ 体育２ 体育３ 体育４

保健

大学単位（黒塗り）

電気回路１

応用数学

熱力学

通信システム

集積回路

国語２

第二外国語

倫理社会

政治経済 国際文化論

地理

校外実習

数学２ 数学６数学４

創造工学演習

必履修科目

計算機システム

校外実習

情報セキュリティ

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ信号処理
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JABEE
基準１

との対応
科目分類 1年 2年 3年 4年 5年

(1) 一般教養，
　地球的視野

(a)

(2) 技術者倫理 (b)

数学基礎

自然科学
基礎

情報基礎

(4) 計画立案
　と実行力

(g)(h) 専門科目

情報・
論理系

設計・
ｼｽﾃﾑ系

材料・
ﾊﾞｲｵ系

力学系

社会
技術系

(6) 工学的問題
　　への応用力

(d)(e) 専門科目

(7) 問題解決能力
   と対応能力

(h)(d)(e) 専門科目

(8) 日本語の
  文章力と発表力

(f)
語学

(日本語）

(9) 英語の
  読解力と会話力

(f)
語学

（英語）

情報工学科の科目系統図

学習・教育目標

豊かな
教養と
責任感

人文科学
社会科学

工学の
基礎知識

(3) 数学・
　　自然科学，
　　情報技術
　　の基礎

(c)

専門知識
を持ち

ものづくり
を

完遂する
能力

(5) 工学的
　専門知識

(d)

コミュニ
ケーション

能力

応用数学

応用物理学Ⅱ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸ

通信ｼｽﾃﾑ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ電子回路
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｱﾅﾛｸﾞ

集積回路

情報工学演習

卒業研究

卒業研究報告書

技術英語

選択科目（点線）

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

数学５，６

第二外国語

実験実習

必修科目（実線）

数学１，２ 数学３，４

物理 物理

化学 化学

総合科学

国語Ⅰ 国語Ⅲ 国語Ⅲ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅠ

ｱﾅﾛｸﾞ電子回路

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼ 情報工学概論 情報数学

実験実習

情報工学演習

実験実習

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅡ

工業力学

保健体育 保健体育 保健体育 保健体育 保健体育

大学単位（黒塗り）

情報理論

電気基礎・

電気回路

創造演習Ⅱ

実験実習

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

ﾃﾞｰﾀ構造と

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ

数理計画法

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞﾘｻｰﾁ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ画像工学 信号処理

ﾊﾟﾀｰﾝ認識

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ解析法

統計学

制御工学 ｼｽﾃﾑ制御工学

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅢ

計算機

ｱｰｷﾃｸﾁｬⅠ
計算機ｱｰｷﾃｸﾁｬⅡ

ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ｿﾌﾄｳｪｱ工学

応用物理学Ⅰ

CAD/CAM

生産管理

信頼性工学

情報工学特論Ⅲ

情報工学特論Ⅱ

情報工学特論Ⅰ

数値計算

創造演習Ⅰ

情報ｾｷｭﾘﾃｨ ｾｷｭﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

無線ｼｽﾃﾑ

ﾛﾎﾞｯﾄ工学

創造演習Ⅲ

通信工学

哲学

法学

倫理社会 経営

世界史 日本史

芸術

政治経済 国際文化論

地理

日本言語文化論

英語総合英語 総合英語 総合英語

英語コミュニ

ケーション

英語コミュニ

ケーション
ライティング 技能英語

情報教育活動実習

国語Ⅱ
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1年 2年 3年 4年 5年

⑴ 低・高学年次に専門基礎科目を設
け，講義や演習を主とした学修方
法により展開する。

⑵ 低・高学年次に情報工学系の科目を
設け，講義や演習を主とした学

修方法により展開する。

⑴ 低・高学年次にソフトウェア系に関す
る科目を設け，講義や演習を主 とした学

修方法により展開する。

⑵ 低・高学年次にコンピュータシステム
系に関する科目を設け，講義や 演習を
主とした学修方法により展開する。

⑶ 低・高学年次に情報通信ネットワーク
系に関する科目を設け，講義や 演習を
主とした学修方法により展開する。

⑷ 低・高学年次に情報数学・情報知識
を身につけるために機械系，電 気・電子
系，経済ビジネス系専門科目を設け，講
義や演習を主とした学 修方法により展
開する。

⑴ 低・高学年次にかけて，プロジェクト
ベースの科目を設け，これをグループ学
修により展開する。

⑵ 高学年次に卒業研究を設け，新規課
題への取り組み，自主的な学修・研究能
力，問題解決能力及びプレゼンテーショ
ン能力を育成する観点から，
学生と指導教員の双方向性を重視した
総合的な学修を展開する。

３．工学的
専門基盤

知識を修得
できるよう

に

４．社会実
装に応用で
きる能力を
身につけら
れるように

５．論理的
説明力，周
囲との協調
性及び自ら
学ぶ力を身
につけられ

るように

情報工学科の科目系統図

カリキュラムポリシー

１．リベラル
アーツ，国
際的素養を
身につけら
れるように

⑴ 低学年次に幅広い教養を身につける
ために人文社会系科目を設け，講義を

主とした学修方法により展開する。
⑵ 低学年次にライフ／アースサイエン
ス，環境問題などのリベラルアーツ及び
汎用的能力に関する科目を設け，講義
を主とした学修方法により展開する。併
せて，これら科目では普遍的に有用性を

もつ能力や分野横断的能力を涵養す
る。

⑶ 低・高学年次に外国語（英語）科目を
設け，講義や演習を主とした学修方法に

より展開する。

２．実践的
技術者に

必要な科学
的基礎知

識を修得で
きるように

⑴ 低学年次に化学や物理，数学などの
自然科学系科目を設け，講義や演習を

主とした学修方法により展開する。
⑵ 低学年次に情報リテラシーに関する
基礎情報系科目を設け，講義や演習 を

主とした学修方法により展開する。

応用数学

応用物理学２

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸ 通信ｼｽﾃﾑ

集積回路

情報工学演習２

卒業研究

卒業研究報告書

技術英語

選択科目（点線）

校外実習

数学５

第二外国語

実験実習

必履修科目

数学１ 数学３

物理 物理

化学 化学

総合科学

国語１ 国語３ 国語４

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ１

電子回路

・論理回路

情報ﾘﾃﾗｼー 情報工学概論

情報数学

実験実習

情報工学演習１

実験実習

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ２

工業力学

体育１ 体育２ 体育３ 体育４

大学単位（黒塗り）

情報理論

電気回路

創造演習３

実験実習

ﾃﾞｰﾀ構造と

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ

数理計画法

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞﾘｻｰﾁ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ

画像工学信号処理

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ解析法

統計学

制御工学 ｼｽﾃﾑ制御工学

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ３

計算機

ｱｰｷﾃｸﾁｬ

ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ｿﾌﾄｳｪｱ工学

応用物理学

CAD/CAM

信頼性工学

数値計算

創造演習１

情報ｾｷｭﾘﾃｨ１

創造演習４

哲学

法学・知財

倫理社会

世界史 日本史

芸術

政治経済 国際文化論

地理

日本言語文化論

英語総合英語 総合英語１ 総合英語２

英語コミュニ

ケーション１

英語コミュニ

ケーション２
ライティング 技能英語

創造演習２

国語２

保健

校外実習

オートマトンと

言語理論

人工知能

校外実習

データサイエン

ス

数学２ 数学４ 数学６

必修科目（実線）

情報ｾｷｭﾘﾃｨ２
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大島商船高等専門学校教務委員会規則 

 

制 定 昭和 60年 12 月 19 日 

 

（設置） 

第１条 大島商船高等専門学校の教務に関する事項を審議するため，大島商船高等専門学校

教務委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 

（審議事項） 

第２条 委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

⑴ 教育課程及び授業時間割の編成に関すること。 

⑵ 学生の教科履修に関すること。 

⑶ 入学，退学，卒業等に関すること。 

⑷ 教務計画に関すること。 

⑸ その他教務に関し必要と認められること。 

 

（組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

⑴ 教務主事 

⑵ 各学科長及び一般科目長 

⑶ 教務主事補 

２ 委員会に委員長を置き，教務主事をもって充てる。 

 

（会議） 

第４条 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

２ 委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名した者がその職務を代行する。 

 

（委員以外の者の出席） 

第５条 委員長が必要と認めたときは，委員以外の者を会議に出席させ，意見を聴くことが

できる。 

 

（幹事） 

第６条 委員会に幹事を置き，会務を処理する。 

２ 幹事は，学生課長，学生課課長補佐及び教務係長をもって充てる。 

 

（事務） 

第７条 委員会の事務は，学生課において処理する。 

 

（雑則） 

第８条 この規則に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員長が別に定
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める。 

 

附 則 

１ この規則は，昭和 60 年 12 月 19 日から施行し，昭和 60 年４月１日から適用する。 

２ 教務委員会に関する内規（昭和 43 年４月１日制定）は，廃止する。 

附 則 

この規則は，平成４年４月 18 日から施行し，平成４年４月１日から適用する。 

附 則 

この規則は，平成８年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は，平成 16 年５月 10 日から施行し，平成 16 年４月１日から適用する。 

附 則 

この規則は，平成 19 年６月４日から施行し，平成 19 年４月１日から適用する。 

附 則 

この規則は，平成 31 年４月１日から施行する。 
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大島商船高等専門学校ＦＤ委員会規則 

 

制 定 平成 18 年 11 月 13 日 

 

 （設置）  

第１条 大島商船高等専門学校に，教育内容及び教育方法を点検・評価し，改善を行うた 

 め，ＦＤ委員会（以下「委員会」という。）を置く。  

 （審議事項）  

第２条 委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。  

 ⑴ 授業内容・方法の改善に関すること。  

 ⑵ 教員の資質向上のための研究会及び講演会等の開催に関すること。  

 ⑶ 教員の資質向上のための方策に関すること。  

 ⑷ 教員の資質向上のための調査研究に関すること。  

 ⑸ その他委員会が必要と認めた事項  

 （組織）  

第３条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。  

 ⑴ 教務主事  

 ⑵ 専攻科長  

 ⑶ 各学科及び一般科目から選出された教員各１名  

 ⑷ 学生課長  

⑸ その他校長が必要と認めた者 

 （任期）  

第４条 前条第３号及び第５号に規定する委員は，校長が任命し，任期は２年とする。た 

 だし，再任を妨げない。 

２ 委員に欠員が生じた場合の任期は，前任者の残任期間とする。  

 （委員長）  

第５条 委員会に委員長を置き，教務主事をもって充てる。  

２ 委員長は，委員会を招集して議長となる。  

３ 委員長に事故あるときは，委員長があらかじめ指名した者が，その職務を代行する。  

 （委員以外の者の出席）  

第６条 委員会が必要と認めたときは，委員以外の者の出席を求め，説明又は意見を聴く 

ことができる。  

 （報告）  

第７条 委員長は，委員会において審議された事項を整理し，校長に報告しなければなら 

ない。  

 （事務）  

第８条 委員会の事務に関することは，学生課において処理する。  

 

   附 則  

 この規則は，平成 18 年 11 月 13 日から施行する。  
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 ただし，第４条第１項に定める最初の任期は平成 20 年３月 31 日とする。 

附 則  

 この規則は，平成 27 年４月１日から施行する。 

附 則  

 この規則は，平成 28 年４月１日から施行する。 
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大島商船高等専門学校自己点検・評価委員会規則 

 

制 定 平成４年５月25日 

 

 （方針） 

第１条 大島商船高等専門学校（以下「本校」という。）は，学校教育法（昭和22年法律第26号）

第109条第１項（同法第123条に基づき準用）の規定に基づき，本校の教育研究水準の向上を図

るとともに，本校の目的及び社会的使命を達成するために，本校における教育及び研究，組織及

び運営並びに施設及び設備の状況について，自ら点検及び評価を行い，その結果を公表するもの

とする。 

  

 （委員会） 

第２条 前条の規定による自己点検・評価を行うため，本校に大島商船高等専門学校自己点検・評

価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

  

 （審議事項） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

⑴ 自己点検・評価の項目，基準及び手順の策定に関すること。 

⑵ 自己点検・評価に必要なデータの収集，分析等に関すること。 

⑶ 自己点検・評価の内容及び方法等実施に関すること。 

⑷ 自己点検・評価の結果の公表に関すること。 

⑸ その他自己点検・評価に関する必要な事項 

 

 （組織） 

第４条 委員会は次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

⑴ 校長 

⑵ 総務主事，教務主事，学生主事及び寮務主事 

⑶ 専攻科長，各学科長及び一般科目長 

⑷ 練習船大島丸船長 

⑸ 事務部長 

⑹ 総務課長及び学生課長 

⑺ 別表に掲げる委員会の委員長等 

⑻ その他校長が特に必要と認める者 

２ 委員会に委員長を置き，校長をもって充てる。 

３ 委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代行する。 

 

 （委員以外の者の出席） 

第５条 委員長が必要と認めたときは，委員以外の者を会議に出席させ，その意見を聴くことがで

きる。 
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 （事務） 

第６条 委員会の事務は，総務課において処理する。 

 

 （その他） 

第７条 この規則に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員長が別に定める。 

  

附 則 

この規則は，平成４年５月 25 日から施行する。 

附 則 

この規則は，平成 17 年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は，平成 19 年６月４日から施行し，平成 19 年４月１日から適用する。 

附 則 

この規則は，平成 23 年５月６日から施行する。 

附 則 

この規則は，平成 27 年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は，平成 28 年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は，平成 31 年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規則は，令和３年１月６日から施行する。 

   附 則 

 この規則は，令和３年４月１日から施行する。 

 

別表（第４条関係）  

委 員 会 の 名 称 委  員  長  等 

研究推進・地域協力・知的財産委員会 校長補佐（研究担当） 

地域協力センター運営委員会 地域協力センター長 

図書館運営委員会 図書館長 

情報教育センター運営委員会 情報教育センター長 

技術支援センター運営委員会 技術支援センター長 

国際交流委員会 国際交流室長 
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教育内容（開講されている科目の構成 ※1）

商船学科 電子機械工学科 情報工学科

取組概要

大学等名 大島商船高等専門学校

教育プログラム名 大島商船高専 数理・データサイエンス・AI教育プログラム

申請レベル 応用基礎レベル(大学等単位)

申請年度 令和 7 年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

実践的技術者に必要な科学的基礎知識 （本校ディプロマポリシーより抜粋）
技術者として必要な数学・自然科学の基礎的知識を専門分野に活用できる
情報リテラシー，基礎的な 情報処理の知識 を習得し，各種 データの解析 ができる

数理･データサイエンス･ＡＩ
に関する 教育内容 の充実

特徴
各科の専門性や特色に合わせた教育プログラム
各科に特化した実データを使って，表現・分析・考察
データサイエンスに関わる他学科科目を受講できる制度の導入
留学生，編入学生には補講（集中講義）で対応

学修成果（学生が身に付けられる能力）
社会におけるデータ・AIの利活用に関する現状，データを扱う上で配慮を
要する事項について理解する
商船学科は商船学，電子機械工学科は機械工学と電気電子工学，情報工学
科は情報工学に関するデータを取り扱うための応用的能力を身に付ける

情報処理演習《2年次，1単位》 †
応用数学 《5年次，2単位》

・受講可能な他学科科目
情報工学概論《情報工学科科目，2単位》 

†実践の場を通じた学習体験を行う学修項目群

プログラミング《2年次，2単位》 †
情報処理基礎《3年次，2単位》 †
計測工学１《3年次，2単位》
実験実習 《3年次，2単位》 †
実験実習 《4年次，2単位》 †
応用数学 《4年次，2単位》
情報処理応用《4年次，2単位》
・受講可能な他学科科目
情報工学概論《情報工学科科目，2単位》†

プログラミング１《1年次，2単位》
プログラミング２《2年次，2単位》
情報工学概論 《2年次，2単位》 †
情報工学演習１《2年次，1単位》 †
信号処理 《3年次，2単位》†
統計学 《4年次，2単位》
画像工学 《4年次，2単位》†
コンピュータネットワーク 《4年次，2単位》
データ構造とアルゴリズム《4年次，2単位》
データベース 《4年次，2単位》
応用数学 《4年次，2単位》

一般科目（全学科共通）

修了要件
指定された一般科目および各学科の指定科目の単位取得

情報リテラシー《1年次, 2単位》, 数学２《1年次, 2単位》, 数学３《2年次, 4単位》, 数学４《2年次, 2単位》, 数学５《3年次, 4単位》, 数学６《3年次, 2単位》

プログラムの目的
数理･データサイエンス･AIを利活用するために必要な知識を習得し、
各学科の専門分野に関するデータに対してAI技術を実践できる
応用的能力を身につける

※2 実施体制の詳細は補足資料②に記述

※1 R7年度以降2年生対象の授業名で記述

実施体制
校長 ： 運営責任者
教務委員会 ： 教育プログラムの実施・改善・進化
FD委員会 ： 授業内容・方法の改善、教員の資質向上
自己点検・評価委員会 ： 外部評価

1
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商船学科

R6年度以前2年生 R7年度以降2年生 変更箇所

情報リテラシ《2年次, 1単位》 情報処理演習《2年次，1単位》 科目名

電子機械工学科

R6年度以前2年生 R7年度以降2年生 変更箇所

プログラミング基礎《2年次, 2単位》 プログラミング《2年次，2単位》 科目名

プログラミング応用《3年次, 2単位》 情報処理基礎《3年次, 2単位》 科目名

計測工学《3年次, 2単位》 計測工学１《3年次, 2単位》 科目名

情報処理演習《4年次, 2単位》 情報処理応用《4年次, 2単位》 科目名

情報工学科

R6年度以前2年生 R7年度以降2年生 変更箇所

プログラミングⅠ《1年次, 2単位》 プログラミング１《1年次，2単位》 科目名

プログラミングⅡ《2年次, 2単位》 プログラミング２《2年次, 2単位》 科目名

情報工学演習《2年次, 2単位》 情報工学演習１《2年次, 2単位》 科目名

統計学《3年次, 2単位》 統計学《4年次, 2単位》 学年

画像工学《3年次, 2単位》 画像工学《4年次, 2単位》 学年

信号処理《5年次, 2単位》 信号処理《3年次, 2単位》 学年

大島商船高専 数理・データサイエンス・ＡＩ 応用基礎レベル 補足資料①

R6年度以前2年生とR7年度以降2年生で科目名等が変更されるプログラム対象科目を以下に示す

一般科目

R6年度以前2年生 R7年度以降2年生 変更箇所

情報リテラシ《商船学科1年次, 2単位》

情報リテラシー《一般科目1年次，2単位》
科目名変更及び

専門科目から一般科目へ
変更

情報リテラシ《電子機械工学科1年次, 2単位》

コンピュータリテラシ《情報工学科1年次, 2単位》
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大島商船高専
数理･データサイエンス･ＡＩ

応用基礎レベル

教員会議

ＦＤ委員会

実施体制

外部評価

授業内容・方法の改善
教員の資質向上

キャリア
支援室

教員への周知
教員間の情報共有 地域協力

センター

教務委員会

自己点検・
評価委員会

教務主事室

情報教育
センター

技術支援
センター

プログラムを改善・進化 学生のサポート

大
学

企
業

地
域

大学・地域・企業のニーズ

教務係

共同研究
受託研究等

大島商船高専 数理・データサイエンス・ＡＩ 応用基礎レベル 補足資料②

アンケートの実施・集計
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